
パワーパック（"i - map" インジェクションコントローラー＋パワードライブ kit）　No.�/3
商品コード：230-1155950 適合車種：ズーマー X（JF52）

●この度はキタコ製品をお買い求め頂き誠に有り難うございます。説明文を良く理解して正しい取付を行って下さい。

ハイスピード
プーリー KIT

製品概要

スクーター駆動系パーツの中で変速機能をもつプーリーとウエイトローラーをセットにしたチューニングパーツです。独自
のローラーガイドを採用し理想的な変速特性を得ることが出来ます。
また、付属のインジェクションコントローラー（i-map）コントローラーを�用する�に�り��リ�ッターを解�しエンコントローラーを�用する�に�り��リ�ッターを解�しエンラーを�用する�に�り��リ�ッターを解�しエンリ�ッターを解�しエン
ジン本来の性能を最大限に引き出します。（i-map の��は�� ���2 ��）（i-map の��は�� ���2 ��）

ハイスピー
ドプーリー
kit

注意事項
（必ずお読み
下さい）

▼装着及び、ご�用にあたって
●車両誤差等に�り付属のウエイトローラーではセッティングが合わない場合があります。その際は�途

販売で当社製ウエイトローラーを�用してセッティングを行って下さい。一般的にエンジンが最大出力
を発生する��数の少し手前で変速するのがベストですが、走行特性の好みや、車両の状態やあなたの
体重等の諸条件に�りベストセッティングのローラーの重量が変わります。

●ウエイトローラーの重量が軽すぎるとエンジンの最高��に達しても変速が行われないため最高速が落
ちる場合があります。逆に重すぎるとクラッチ�ート以前に変速し、発進→加速等が弱くなることがあ
ります。

●プーリーやフェイスのベルトスライド面に、グリス等の油脂が付着すると変速が正しく行われませんの
で、必ず脱脂してから装着して下さい。

●ウエイトローラー、スライダーには寿命があります。1�000km 走行�に��し��り、��がある場合1�000km 走行�に��し��り、��がある場合走行�に��し��り、��がある場合
は交換して下さい。（チューニング度合いが高いほど消耗が早くなります。）

■����������注意��������������������注意����������

高速��部が含まれますので
必ずクランクケースカバーを
取付け、確実にボルトの締め
付けを行ってから、エンジン
を始動して下さい。

エンジン作動中、作動後は
シリンダーやクランクケー
ス、エキパイ等が大変高熱
になっていますので、不用
意にふれてはいけません。

当用�はオートバイ整備の
基本的な知識を持った方を
対象にしています。技能や
知識をお持ちにならない方
は作業を行わないで下さい。

●このパーツは�ース�用��です。�って、本来はクローズドコース�用での�用を�的としている�、一般��で�用される場合は、このパーツは�ース�用��です。�って、本来はクローズドコース�用での�用を�的としている�、一般��で�用される場合は、��です。�って、本来はクローズドコース�用での�用を�的としている�、一般��で�用される場合は、
�路運搬車輌法及び、�路交通法に�い、法定内での運�を心掛けて下さい。��、�路交通法��は、�て運�手本�の��とし、��、�路交通法��は、�て運�手本�の��とし、�路交通法��は、�て運�手本�の��とし、�て運�手本�の��とし、運�手本�の��とし、本�の��とし、
当社は一切の��を負いませんので御了承下さい。

●�み付け�ス及び、セッティング不良等に�るエンジンその���パーツの��、それに�う��等については�て運��本�の���み付け�ス及び、セッティング不良等に�るエンジンその���パーツの��、それに�う��等については�て運��本�の��
とし当社は一切の��を負いませんのでご了承下さい。

●�み付け及び、セッティング作業は必ず、整備���のある方が行って下さい。また��部品の��等が理解できない方は必ず、���み付け及び、セッティング作業は必ず、整備���のある方が行って下さい。また��部品の��等が理解できない方は必ず、��
店の担当�又は、当社までご相談下さい。

●説明�に��されていない��や��変�等は�対にしないで下さい。��、��の��にもなります。説明�に��されていない��や��変�等は�対にしないで下さい。��、��の��にもなります。
　また精密機械ですので、強い衝撃等を与えたり、分解したりしないで下さい。
●取付の際、必ず車種ごとの�ーカー�ー�スマニュ�ルと合わせて取付作業を行って下さい。取付の際、必ず車種ごとの�ーカー�ー�スマニュ�ルと合わせて取付作業を行って下さい。
●このパーツを装着することに�り、出力特性が�ーマルと�なりますので、その出力に�合ったブ�ーキの強�、���定性の��等このパーツを装着することに�り、出力特性が�ーマルと�なりますので、その出力に�合ったブ�ーキの強�、���定性の��等

を施し、十分注意してライディングして下さい。
●スパークチェックの�、シリンダー�でプラグをスパークさせる行�は、�対に行わないで下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。シリンダー�でプラグをスパークさせる行�は、�対に行わないで下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。行�は、�対に行わないで下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。は、�対に行わないで下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。、�対に行わないで下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。。引�し、�発しますのでご注意下さい。。
●お�付きの�や、��を発�した場合は�ちに走行を��して、当社までご��下さい。お�付きの�や、��を発�した場合は�ちに走行を��して、当社までご��下さい。

● 取付作業の注意
★�み付けの際、必ずトルク�ンチとユニバー�ルホルダー等を�用し、規定のトルクで締め付けを行って下さい。
※インパクトレンチ使用厳禁（インパクト�ンチを�用しますと、フェイスの変形、ねじ切れ等が発生し、クランクシャフト、プーリ、フェ

イスが��する恐れがあります）
※プーリーブッシュ部とプーリーボスは油分飛散防�の�、必ず脱脂して下さい。

※ 必ず純正�ー�スマニュ�ルを�考の�、取付作業を行って下さい。
1 車両を平坦な場所に置き、L クランクケースカバー（及び�ウターカバー）を取り�します。

2
プ－リ－側（フロント側）のムーバブルドライブフェイス / ドライブプーリーフェイスをドライブフェイスホルダーで固定し、ナットを
�します。カラー、ランププ�ート（裏側のランプ�ートを押さえて�す）を Assy にて取り�します。
★�用工具：ドライブフェイスホルダー（674-0500010）

3

ハイスピードプーリー type-X と付属のウエイトローラー、プーリーボス、シムに�み替えて下さい。（この時クラッチ側のプ�ートにド
ライブベルトが挟みこまれていますが、ベルトが充分に落ち込んでいることを確認してください。落ち込まない場合はプ�ートを手前に
引っ張りベルトが落ち込む隙間を空けます。ドライブベルトがクラッチ側で落ち込んでいると、ベルトにあそびができ、ドライブフェイ
スを取り付ける時、（センターロックナットを締め付ける時）に適切に�み付けすることが出来ます。）

※ �ー�スマニュ�ルを�考に消耗パーツ（スライダー、ドライブベルト等）の�用限度を確認し、�用限度を越えている場合はパーツを
必ず交換して下さい。

※ ウエイトローラー、スライダーを交換する場合は、プーリーグリスを少量塗布することに�り摩擦係数が低下し、また耐久性も��します。
（キタコ製プーリーグリスをお薦めします）

※ センターロックナットの締め付けは�ー�スマニュ�ルを�考にし、締め付けて下さい。（この時プーリーボスが突き当たるまで、ドライ
ブフェイスを押し込んで下さい）

※ クランクケースカバーのガスケットに��がないかを確認して下さい。
※ �み込み後、暖機運�時、もしくは走行時に�音が発生した場合はエンジンをすぐに��し、�み込み部及び、各部をチェックして下さい。

4 パワー�ッププーリーボスは、２枚のスペー�ーシムの�み合わせに�ってセッティングの変�が可能です。（��セッ
ティングガイド��）

ランププレート

スライダー

ウエイトローラー（ノーマル不可）

ドライブフェイス
（ドライブプーリーフェイス）

プーリーボス

ドライブベルト

ハイスピードプーリー
（ムーバブルドライブフェイス）

締付トルク108N・m（11.0kgf・m）
※ネジ部と座面にエンジンオイル塗布

※ベルト側油分を脱脂

一般レンチ等

※磨耗使用限度確認
※グリスを少量塗布

※グリスを少量塗布
※組付け時向きに注意（詳細図参照）

※要油分脱脂（詳細図参照）
　スペーサーシム

※設置位置変更によりセッティング可能
　（別紙セッティングガイド参照）
　

グ
リ
ス

グリス

ドライブフェイスホルダー

※ブッシュの内周面は、グリス飛散防止
　の為、グリスを塗布しないで下さい。
※定期的に要油分脱脂

プーリ
ーの回転方向

ストッパー（打刻側）
ストッパー側

ウエイトローラー断面図

小小

大大小小 大大

ウエイトローラーには向きがあります。
ストッパー（小：ウエイトローラー断面
図参照）をプーリーの回転方向に対し
て後になる様にセットして下さい。逆に
セットするとインナーが抜ける恐れが
あります。
付属のウエイトローラーと�ーマルでは
�イズが�なる�、�ーマルは�用でき
ません。ご注意下さい。

パッキングリスト　※（　）内の個数は 1SET の内容数
パーツ名 商品コード 個数 備考

パワードライブ kit type X 489-1155000 × 1
スーパー（ウエイト）ローラー（9.0g） 462-2106090 （× 6） �ーマル�用不可

ハイスピードプーリー T-X 488-1425001 （× 1）
パワー�ッププーリーボス 463-1155000 （× 1）
スペー�ーシム　15 × 22 × T0.3mm 0900-463-90015 （× 1） ��パワー�ッププーリーボス

セッティングガイド��スペー�ーシム　15 × 22 × T0.5mm 0900-463-90016 （× 1）
有機モリブデングリス （5g） 969-0500480 （× 1）
パワー�ッププーリーボス セッティングガイド - （× 1）
インジェクションコントローラー（i-map）（ZOOMER-X） 763-1155000 × 1 ��は�� ���2 ��

オプションパーツ（必要に応じて�途ご購入下さい）
ドライブフェイスホルダー（ホンダ用） 674-0500010 × 1 当社製�用工具
スーパー（ウエイト）ローラー SET（4.0 ～ 15.0g） 462-2106040 ～ 150 （× 6） 0.5/1.0g ステップ



パワーパック（"i - map" インジェクションコントローラー＋パワードライブ kit）　No.�/3
商品コード：230-1155950 適合車種：ズーマー X（JF52）

●この度はキタコ製品をお買い求め頂き誠に有り難うございます。説明文を良く理解して正しい取付を行って下さい。

製品概要

● i-map 本体の �I� スイッチ切り換えに�り、�当車両用�社エンジンパーツ装着時の��マップ（数種�）から��して本体の �I� スイッチ切り換えに�り、�当車両用�社エンジンパーツ装着時の��マップ（数種�）から��して�I� スイッチ切り換えに�り、�当車両用�社エンジンパーツ装着時の��マップ（数種�）から��してスイッチ切り換えに�り、�当車両用�社エンジンパーツ装着時の��マップ（数種�）から��して
いただけます。

●このコントローラーは��リ�ッターを解�しエンジン本来の性能を最大限に引き出します。このコントローラーは��リ�ッターを解�しエンジン本来の性能を最大限に引き出します。ラーは��リ�ッターを解�しエンジン本来の性能を最大限に引き出します。は��リ�ッターを解�しエンジン本来の性能を最大限に引き出します。��リ�ッターを解�しエンジン本来の性能を最大限に引き出します。リ�ッターを解�しエンジン本来の性能を最大限に引き出します。
● �C インターフェイスケーブルでパ�コンと��することで��数、�クセル�度�に、�ーマル��量に対して� 40�インターフェイスケーブルでパ�コンと��することで��数、�クセル�度�に、�ーマル��量に対して� 40�� 40��

の補正マップをユーザーが自由に�き換えることが可能になります。

i-map
注意事項

（必ずお読み
下さい）

▼インジェクションコントローラーの装着及びご�用にあたって
●車両の走行状態及び条件にも�りますが、�ーマル車両に装着した場合はパワー不�の�、性能が発�車両の走行状態及び条件にも�りますが、�ーマル車両に装着した場合はパワー不�の�、性能が発�

できない場合があります。また、当社製パーツとの�用は可能ですが、当社製パーツ以�のマフラー�また、当社製パーツとの�用は可能ですが、当社製パーツ以�のマフラー�当社製パーツとの�用は可能ですが、当社製パーツ以�のマフラー�が、当社製パーツ以�のマフラー�当社製パーツ以�のマフラー�
エ�ークリーナー等、吸排�系を変�されますと性能が低下する場合がありますのでご注意下さい。

●誤動作�トラブルの��になりますので、イグニッションコイル等、強度の�イズ発生�付��の誤動作�トラブルの��になりますので、イグニッションコイル等、強度の�イズ発生�付��の
　i-map 本体の取り付け、��は��して下さい。i-map 本体の取り付け、��は��して下さい。本体の取り付け、��は��して下さい。
●本製品は、�装系�が�ーマルの状態下において、正�動作する�であり、それ以�の特�な部品を装本製品は、�装系�が�ーマルの状態下において、正�動作する�であり、それ以�の特�な部品を装

着された車輌に対する、動作保�はいたしかねます。
　（スパークプラグ�プラグキャップ�ハイテンションコード�イグニッションコイル等��I��音�製品その�）スパークプラグ�プラグキャップ�ハイテンションコード�イグニッションコイル等��I��音�製品その�）�プラグキャップ�ハイテンションコード�イグニッションコイル等��I��音�製品その�）プラグキャップ�ハイテンションコード�イグニッションコイル等��I��音�製品その�）�ハイテンションコード�イグニッションコイル等��I��音�製品その�）ハイテンションコード�イグニッションコイル等��I��音�製品その�）�イグニッションコイル等��I��音�製品その�）イグニッションコイル等��I��音�製品その�）��I��音�製品その�）
●当製品は �I� スイッチなど��防�ではありません。��走行、�車時に�中的に�がかかると��す当製品は �I� スイッチなど��防�ではありません。��走行、�車時に�中的に�がかかると��す�I� スイッチなど��防�ではありません。��走行、�車時に�中的に�がかかると��すスイッチなど��防�ではありません。��走行、�車時に�中的に�がかかると��す

る恐れがありますので、�等を��できる場所に�置して下さい。
●��加工は、付属の���の�定�置と、�じ場所に行って下さい。��加工は、付属の���の�定�置と、�じ場所に行って下さい。
　機器の�壊につながりますので、�ースをフ�ームで取る等、�対に行わないで下さい。
●精密機器の�、�動等の�い所に�置しますと本来の性能を発�できない�かりか、最�の場合、��精密機器の�、�動等の�い所に�置しますと本来の性能を発�できない�かりか、最�の場合、��

する恐れがあります。装着には、できるだけ防�対策を施こすなど�動が伝わらない�に�置して下さい。
またエンジン横にマウントしますと�動や熱などに�り、誤作動する可能性があります。

※熱や�動に�る��は保�対象�となりますのでご注意下さい。
●当製品は、�分解�ですので�して分解は行わないで下さい。誤動作や��の��となります。当製品は、�分解�ですので�して分解は行わないで下さい。誤動作や��の��となります。

■����������注意
●このパーツは�ース�用��です。�って、本来はクローズドコース�用での�用を�的としている�、一般��で�用される場合は、このパーツは�ース�用��です。�って、本来はクローズドコース�用での�用を�的としている�、一般��で�用される場合は、��です。�って、本来はクローズドコース�用での�用を�的としている�、一般��で�用される場合は、

�路運搬車輌法及び、�路交通法に�い、法定内での運�を心掛けて下さい。��、�路交通法��は、�て運�手本�の��とし、当��、�路交通法��は、�て運�手本�の��とし、当�路交通法��は、�て運�手本�の��とし、当�て運�手本�の��とし、当運�手本�の��とし、当本�の��とし、当
社は一切の��を負いませんので御了承下さい

●�み付け�ス、セッティング不良等に�る��、パーツの��等について、当社は一切の��を負いませんので御了承下さい。�み付け�ス、セッティング不良等に�る��、パーツの��等について、当社は一切の��を負いませんので御了承下さい。
●�み付け�ス、セッティング不良等に�るエンジンその���パーツの��、それに�う��等については当社は一切の��を負いま�み付け�ス、セッティング不良等に�るエンジンその���パーツの��、それに�う��等については当社は一切の��を負いま

せんのでご了承下さい。
●�み付け及び、セッティング作業は必ず、整備���のある方が行って下さい。また��部品の��等が理解できない方は必ず、���み付け及び、セッティング作業は必ず、整備���のある方が行って下さい。また��部品の��等が理解できない方は必ず、��

店の担当�又は、当社までご相談下さい。
●説明�に��されていない��や��変�等は�対にしないで下さい。��、��の��にもなります。説明�に��されていない��や��変�等は�対にしないで下さい。��、��の��にもなります。
　また精密機械ですので、強い衝撃等を与えたり、分解したりしないで下さい。
●取付の際、必ず車種ごとの�ーカー�ー�スマニュ�ルと合わせて取付作業を行って下さい。取付の際、必ず車種ごとの�ーカー�ー�スマニュ�ルと合わせて取付作業を行って下さい。
●このパーツを装着することに�り、出力特性が�ーマルと�なりますので、その出力に�合ったブ�ーキの強�、���定性の��等このパーツを装着することに�り、出力特性が�ーマルと�なりますので、その出力に�合ったブ�ーキの強�、���定性の��等

を施し、十分注意してライディングして下さい。
●スパークチェックの�、シリンダー�でプラグをスパークさせる行�は、�対に行わないで下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。スパークチェックの�、シリンダー�でプラグをスパークさせる行�は、�対に行わないで下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。シリンダー�でプラグをスパークさせる行�は、�対に行わないで下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。行�は、�対に行わないで下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。は、�対に行わないで下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。、�対に行わないで下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。下さい。引�し、�発しますのでご注意下さい。。引�し、�発しますのでご注意下さい。。
●お�付きの�や、��を発�した場合は�ちに走行を��して、当社までご��下さい。お�付きの�や、��を発�した場合は�ちに走行を��して、当社までご��下さい。

■取付手順
※必ず純正�ー�スマニュ�ルを�考の�、取付作業を行って下さい。必ず純正�ー�スマニュ�ルを�考の�、取付作業を行って下さい。
※�インスイッチを OFF にして下さい。またバッテリーの（－）ター�ナルを�して作業を進めて下さい。��が入っていると�わ���や�インスイッチを OFF にして下さい。またバッテリーの（－）ター�ナルを�して作業を進めて下さい。��が入っていると�わ���やOFF にして下さい。またバッテリーの（－）ター�ナルを�して作業を進めて下さい。��が入っていると�わ���やにして下さい。またバッテリーの（－）ター�ナルを�して作業を進めて下さい。��が入っていると�わ���や－）ター�ナルを�して作業を進めて下さい。��が入っていると�わ���や）ター�ナルを�して作業を進めて下さい。��が入っていると�わ���や

��する恐れがあります。
●�装�を取り�します。�装�を取り�します。
● EC�（エンジンコントロールユニット）に当社製コントローラーEC�（エンジンコントロールユニット）に当社製コントローラー当社製コントローラーラー（i-map）を��して下さい。（��� / �� ��.2 ��）（��� / �� ��.2 ��）
●コントローラーを�等を��できる及び走行等の��にならない�所に装着します。コントローラーを�等を��できる及び走行等の��にならない�所に装着します。走行等の��にならない�所に装着します。
●コントローラーに備え付けのディップスイッチで MA� を�定します。
●正�に作動するか�く確認し、取り�した逆の手�で�装等を装着して下さい。正�に作動するか�く確認し、取り�した逆の手�で�装等を装着して下さい。
※ �GM-FI 警告灯が�滅する場合（���出）は、トラブルシューティングを��し、対処して下さい。

ロアカバー

インナーカバー

ロアカバー（スクリュー５本）/
インナーカバー（スクリュー 2本・ボルト２本）の
脱着が必要です。

33P（黒）カプラ
エンジンコントロールユニット

ECU��ン�ン�ント�ー���ット���ン�ン�ント�ー���ット�

パッキングリスト
パーツ名 商品コード 個数

インジェクションコントローラー（i-map） × 1
ハーネス KIT × 1
ギボシ（オス）CA104 755-0900610 × 10
ギボシ（�ス）CB104 755-0900611 × 10
スリーブ（オス / マル）�-2.5 755-0900640 × 10
スリーブ（�ス / マル）KS-2.5 755-0900641 × 10
110 型 6 極カプラー（オス） × 1
O�：オプションパーツ（�売り）
�C インターフェイスケーブル 763-0500900 × 1

ディップスイッチのＮ ��1 ～ 4 で MA� を�定します。

Map��������������

�ーザー��マップ領域�Original�書換方法
コントローラーラー（i-map）本体に、�C インターフェイスケーブルを取り付け、パ�コンに��します。
�フト（i-map � Fuel‐manager）を実行しマップ編�します。
※�フトは当社ホームページ（http://www.kitac�.c�.jp）のダウンロード�ー�ス�り「i-map � 
　Fuel‐manager」をダウンロードして下さい。
編�が�了したら、�C インターフェイスケーブルを取り�し、元通りに�み付けれ��了です。

1　 2　 3　 4

ONON

OFF

DIPスイッチ

Applicati�n：ZOOMER X（JF-52）
Switch

Map- 1 2 3 4

1 ● - - -
2 - ● - -
3 - - ● -

Original - - - ●
● :Switch O�

Map-��スイッチ：��
�ブリ�ット�� 10000rpm
�ーマル車対応
Map-��スイッチ：��※ 1
�ブリ�ット�� 10000rpm
KITACO G�R マフラー装着車対応
Map-3�スイッチ：3�※ 1
�ブリ�ット�� 11500rpm
126cc ボ��ップ kit ＋ KITACO G�R マフラー装着車対応
Map-4�スイッチ：4�※ 1
ユーザー�定マップ領域（Manual）
※ユーザー MA� 作成には、�売りのインターフェイスケーブルが必要です
※ 1）�ブリ�ット�定に�りバルブ�ージングが発生する恐れがあります。バルブ�ージングが）�ブリ�ット�定に�りバルブ�ージングが発生する恐れがあります。バルブ�ージングが

発生している状態での走行は行わないでください。



パワーパック（"i - map" インジェクションコントローラー＋パワードライブ kit）　No.3/3
商品コード：230-1155950 適合車種：ズーマー X（JF52）

●製�には万�を期しておりますが、万一当社の製��の��に�る品質不良がありまし
た場合は��、�数の新しい製品とお取り替え、又は無償修理致しますが、それに�う
��、��、��等についてのパーツ代金、整備費用の代償はご容赦下さい。

●当社製品の保�期間は商品購入後から 6 ��です。当社製品の保�期間は商品購入後から 6 ��です。6 ��です。��です。

■���保証����
〒 577-0015
東大阪市長田 3-8-13
TEL.06-6783-5311（代）
FAX.06-6782-0740

140520
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i-map

白/赤 5 （切断した）白/赤（切断した）白/赤

橙（付属品）橙（付属品）

黄（付属品）黄（付属品）

青（付属品）青（付属品）

黄 12 （切断した）黄（切断した）黄

黒（付属品）黒（付属品）

黒（付属品）黒（付属品）

黒黒

黒黒

赤赤

灰（付属品）灰（付属品）

白（付属品）白（付属品）

33P（黒）

赤（付属品）赤（付属品）

緑/黒 2

黒1 （切断した）黒（切断した）黒

（切断した）桃/青（切断した）桃/青

青/黄 22 （切断した）青/黄（切断した）青/黄

橙

白

黄

灰青

※ハーネス側
　（リード線）
　から見た図

●配線図
※結線箇所とカプラ部分には必ずビニールテープ等を巻いて防水処理を施して下さい。
※ハーネス加工の際は、純正ハーネスの保護チューブ及びビニールテープを多めに除去し、十分な長さを確保して下さい。
※端子をリード線に圧着する時は、必ず電工ペンチ（M字穴形状）で圧着して下さい。（端子の抜け，接触不良を防止する為に圧着後、圧着部を半田
　付けされる事をお薦めしますが、半田付けの際は、周辺ハーネス被覆を溶かす等の影響が無き様、十分に注意して下さい）

1

2

3

4

6
8

7

9
5

①～⑨はユーザー加工部です。詳しくは下記を参照して下さい。

カプラーから余裕を持たせて切断
ハーネスはECU付近（根元）
で切断しないで下さい。

PCインターフェイス→
ケーブル

※結線図での2色リード線の表示について
表示例 ： 青/黄色リード線

青色
黄色ライン

カプラ配列
※ハーネス側（リード線）から見た図

1

23

12 22

33

11

※上記[リード線の表示
　について」参照

桃/青 16（配列番号）

詳細図
切断した（ECU）リード線

付属（i map）リード線

２本のリード線を、束ねて
ギボシ端子を圧着して下さい。

（スリーブの通し忘れに注意）

（切断した）緑/黒（切断した）緑/黒

�①

純正 EC� の桃 / 青ハーネスを切断し、切断部に製品付属のギボシ端子を圧着します。
ギボシ端子に極性の�定はございませんが、�の�に切断した桃 / 青ハーネスを��できる�み合わせで、圧着して
下さい。
次に、製品付属の白色ハーネスと灰色ハーネスにギボシ端子を圧着し、�の�に、��します。

�②

純正 EC� の白 / 赤ハーネスを切断し、切断部に製品付属のギボシ端子を圧着します。
ギボシ端子に極性の�定はございませんが、�の�に切断した白 / 赤ハーネスを��できる�み合わせで、圧着して
下さい。
純正 EC� 側でない白 / 赤ハーネスは、製品付属の橙色ハーネスと共に、ギボシ端子を圧着して下さい。両側の圧着
が�了したら、�の�に、ギボシ端子を��してください。

�③

純正 EC� の青 / 黄ハーネスを切断し、切断部に製品付属のギボシ端子を圧着します。
ギボシ端子に極性の�定はございませんが、�の�に切断した青 / 黄ハーネスを��できる�み合わせで、圧着して
下さい。
純正 EC� 側でない青 / 黄ハーネスは、製品付属の青色ハーネスと共に、ギボシ端子を圧着して下さい。
両側の圧着が�了したら、�の�に、ギボシ端子を��してください。

�④

純正 EC� の黄ハーネスを切断し、切断部に製品付属のギボシ端子を圧着します。
ギボシ端子に極性の�定はございませんが、�の�に切断した黄ハーネスを��できる�み合わせで、圧着して下さ
い。
純正 EC� 側でない黄ハーネスは、製品付属の黄色ハーネスと共に、ギボシ端子を圧着して下さい。
両側の圧着が�了したら、�の�に、ギボシ端子を��してください。

�⑤

純正 EC� の緑 / 黒ハーネスを切断し、切断部に製品付属のギボシ端子を圧着します。
ギボシ端子に極性の�定はございませんが、�の�に切断した緑 / 黒ハーネスを��できる�み合わせで、圧着して
下さい。
切断した両方の緑 / 黒ハーネスは、製品付属の黒色ハーネスと共にギボシ端子を圧着して下さい。
両側の圧着が�了したら、�の�にギボシ端子を��してください。

�⑥

純正 EC� の黒ハーネスを切断し、切断部に製品付属のギボシ端子を圧着します。
ギボシ端子に極性の�定はございませんが、�の�に切断した黒ハーネスを��できる�み合わせで、圧着して下さい。
純正 EC� 側でない黒ハーネスは、製品付属の赤色ハーネスと共にギボシ端子を圧着して下さい。
両側の圧着が�了したら、�の�にギボシ端子を��してください。

�⑦
製品付属ハーネス　橙 / 黄 / 青 / 灰 / 白に圧着されている、平型端子（オス）を、製品付属の 110 型 6 極カプラー（オ
ス）に、�の�に差し込みます。
加工�了後、i-map 本体側の、110 型 6 極カプラー（�ス）と��します。

�⑧
i-map 本体側の赤色ハーネスと、加工済みの赤色ハーネスに製品付属のギボシ端子を圧着し、��します。
ギボシ端子の極性�定はございませんが、i-map を取り�した際に、ギボシ端子が剥き出し状態にならない�、i-map
側のハーネスにオス端子を圧着する�をお�めします。

�⑨
i-map 本体側の黒色ハーネスと、加工済みの黒色ハーネスに製品付属のギボシ端子を圧着し、��します。
ギボシ端子の極性�定はございませんが、i-map を取り�した際に、ギボシ端子が剥き出し状態にならない�、i-map
側のハーネスにオス端子を圧着する�をお�めします。

注意！�イグ�ッションキー�ON��������������！�イグ�ッションキー�ON��������������！��ON��������������！����������！����！�
i-map の��加工�了後、初めにイグニッションキーの��“O�”を行う前に、結��所の��しを行って下さい。
結��スの状態でエンジンを始動すると �GM-FI 警告灯が�灯する等の���知します。また本製品及び EC�（エン
ジンコントロールユニット）の��の��となりますのでご注意下さい。

トラブ�シューティング

トラブル例
インジェクター���出について
i-map を装着した車輌は、インジェクター��が発生すると、�GM-FI 警告灯が以下の�に�滅します。
0.5 秒 O�　⇒　1.5 秒 OFF　⇒　0.5 秒 O�　⇒ 1.5 秒 OFF　⇒　���と繰り返します。

� � インジェクター��の主な要�は、カプラー抜け、断�、インジェクター��等が、挙�られます。

対処方

○車輌の�ー�スマニュ�ルに�って、チェックして下さい。車輌の�ー�スマニュ�ルに�って、チェックして下さい。
○インジェクターだけではなく、�合的な��が��けられる際は、i-map を取り�し、�ーマル状態にして、チェックを行ってインジェクターだけではなく、�合的な��が��けられる際は、i-map を取り�し、�ーマル状態にして、チェックを行ってi-map を取り�し、�ーマル状態にして、チェックを行ってを取り�し、�ーマル状態にして、チェックを行って

下さい。
�ーマル状態�の戻し方
1）i-map を�いでいる、110 型 6� カプラ及び、��ハーネス（赤�黒）を取り�す。）i-map を�いでいる、110 型 6� カプラ及び、��ハーネス（赤�黒）を取り�す。i-map を�いでいる、110 型 6� カプラ及び、��ハーネス（赤�黒）を取り�す。を�いでいる、110 型 6� カプラ及び、��ハーネス（赤�黒）を取り�す。110 型 6� カプラ及び、��ハーネス（赤�黒）を取り�す。型 6� カプラ及び、��ハーネス（赤�黒）を取り�す。6� カプラ及び、��ハーネス（赤�黒）を取り�す。カプラ及び、��ハーネス（赤�黒）を取り�す。
2）���①にて切断 / 加工した桃 / 青ハーネスを、元通りに�ぎなおす。）���①にて切断 / 加工した桃 / 青ハーネスを、元通りに�ぎなおす。①にて切断 / 加工した桃 / 青ハーネスを、元通りに�ぎなおす。にて切断 / 加工した桃 / 青ハーネスを、元通りに�ぎなおす。/ 加工した桃 / 青ハーネスを、元通りに�ぎなおす。加工した桃 / 青ハーネスを、元通りに�ぎなおす。/ 青ハーネスを、元通りに�ぎなおす。青ハーネスを、元通りに�ぎなおす。
 以�で、�ーマルの��状態に戻ります。


